
【取組内容】学びの手順を示す①

沖縄市立コザ中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

テーマ ①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

１.単元名 材料と加工の技術

２章 材料と加工の技術による問題解決
教材名『自分の生活に生かせる製品を
作ろう④』

２.めざす児童生徒像（身に付けさせた

い資質・能力）
正しい作業方法を理解し、加工法を 選
択し他者と協同ができる

３.評価

技能の評価、実習シート、振り返り の
記入

４.授業者の思い（指導観など・・・）

様々な機器や工具に触れ、日常では 体
験が難しいことにもチャレンジする そ
のチャレンジを成功体験に変え、将 来
のよりよい生活づくりへとつなげる 一
歩とできるよう、丁寧な指導、適切 な
工具・機器の使用に努めさせたい。

５.この単元で働かせる見方・考え方
工具や機器を使用する際の注意点や 効
率よく加工を行うための工夫点等を 実
際の作業を通しながら発見する。

【単元計画】
①自分の身の回りの課題発
見、解決のための課題設定
②製作品を考え、製図して
みる（等角図）
③構想図・模型図を作成
④～⑪作成手順を考え製作
しよう（8時間構成の本時
5/8）
⑫製作の振り返りを評価し
よう（実習レポートのまと
め）
（リンク）作業順序・工具
の使用/各工程の評価規準

【classroomの表記】

■課題：※各自の作業工程・進捗状況にあった課題
を設定してください。
【評価基準】

スプレッドシートを参考に、自己評価までつなげる
こと。
〇授業の流れ
①進捗状況の確認
②接合の注意点確認
③各自の作業工程へ
④片付け（授業終了15分前）
⑤振り返り記入
⑥翌週の確認

〈情報収集〉
スプレッドシート内動画、教科書

〈整理・分析〉
実際の作業⇒実習レポート
〈まとめ・表現〉
スプレッドシート振り返り

（振り返りの視点）

パターン１：自分が行った作業に対して、何をし
たから上手くできた、工夫点などを具体的に記入
（客観的に自分の作業、変容を評価）

パターン２：上手く作業を行うには〜〜したほう
がいいことがわかった。（学びの過程や比較）

パターン３：次は〜〜〜〜して作業を行う。（自
分の次時をイメージ、技能の活用）
※この３つの視点を交えながら振り返りは記入する
★重要な作業
・材料へのけがき＋切断（木材）＋接合（くぎ打
ち）

・振り返りや進捗状況の共有

今年度は、どの教科でも
classroomにて生徒へ学び

の手順を提示。探究サイ
クルを意識した流れで構
成し、個別最適な学びに
なるよう、生徒の自己調
整学習の一助になるよう
校内で取り組んだ。

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1EKlEPkiC6S0Fo9YtAgx9ph2Kkb3SF_cpJP9TzBxDjG8/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1EKlEPkiC6S0Fo9YtAgx9ph2Kkb3SF_cpJP9TzBxDjG8/edit?usp=sharing


【取組内容】学びの手順を示す②

沖縄市立コザ中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

テーマ
①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充
実

手順や進捗状況を確認しながら
1人で作業に取り掛かる生徒。

友達と協力しながら作業を進め
る生徒。

【変容：考察】

これまでも技能教科では、個別のペースで作業を進める
ことができたが、クラウドを活用することで、生徒の作業
の進捗状況を瞬時に把握できるようになった。また、
classroomに学びの手順を示すことで、学年や学級が変わる

たびに板書を書き直す手間も省け、欠席生徒がいた際も
classroomがあることで、前時を振り返りやすくなった。そ

のため、安心して自分の作業を進めることのできる様子が
見られる。その他にもこれまで以上に生徒への個別のサポ
ートに入ることができるようになったため、授業時間内で
完成させることのできる生徒が増えた。



【取組内容】学習の進捗を可視化

沖縄市立コザ中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

テーマ
①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充
実

進捗シートの活用は全教科で実施している。クラスルームに学びの手引きを示しているが、個別で進めてい
る学習内容の把握に進捗状況のチェックは欠かせない。これらは、教師にとっては、生徒の躓きの把握になり
机間指導の助けになる。また、生徒間で学び進める際の他者参照の目安にもなる。また生徒にとっては、自己
の学習を調整していく手立てとなる。生徒の活動が細かくなると進捗状況の項目も細分化していく。



【取組内容】Google chat 活用 オリエンテーション①

沖縄市立コザ中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

テーマ ②情報活用能力の育成(生徒)

【児童生徒向け】Googleチャット

chatの活用に向け保護者へ公文を配布まずは、教職員chatの活用を促進

教職員での活
用を活性化して
いくことで、児
童生徒への活用
へとつなげてい
くステップで、
取り組んだ。保
護者への公文も
作成し、活用に
向けて理解の上
でchat活用スタ

ートの準備を進
めてきた。写真
等を活用して、
共有できるよさ
は、授業の中で
の活用イメージ
とも繋がった。

https://docs.google.com/presentation/d/1hDEq-4fTMWdsVQTSczI_ycqapdxfmUciwAfPYHf7BOI/edit?usp=sharing


【取組内容】Google chat 活用 オリエンテーション②

沖縄市立コザ中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-５

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

テーマ ②情報活用能力の育成（生徒）

【児童生徒向け】Googleチャット

目的: ①
Google Chatの基本的な機能と使
い方を理解する。 ②
Google Chatを学習で有効活用す
る方法を知る。 ③
情報活用能力の育成と、より良
いコミュニケーションの促進を
目指す。

対象：

①生徒全員

実施形式:

①全体説明会（スライドを用いた

説明、デモンストレーション） ②

グループワーク（Google Chatを

使った演習）

振り返り

スライドの注意事項を1つ1つ確認し

てchat活用をスタートしたが、しば

らく学習以外で活用する生徒もいた。

授業改善が進み、最近は見られなく

なっている。

学年でオリエンテーションを実施

本格始動前：担任とchatで対話

chat開き スライド

https://docs.google.com/presentation/d/1hDEq-4fTMWdsVQTSczI_ycqapdxfmUciwAfPYHf7BOI/edit?usp=sharing


【取組内容】教師も生徒も相似形の学び 教科書読解

沖縄市立コザ中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-６

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

①教科書の構成を学ぶ ②生徒と同じように気付いた
ことを話し合う。

③生徒と同じように教師も教
科書を読み取る（情報収集）

④今日の課題をもとに自分の
情報収集した内容を交流。

テーマ ②情報活用能力の育成（教師）

⑤教師が学んだ情報収集の仕
方を生徒へ指導。

自立した学習者に向けて、生
徒へ学び方を指導することは欠
かせない。学ぶ際の手立てとし
て教科書とクラウドの活用は、
課題解決に向けて必須になる。
探究サイクルに応じた教科書の
活用法を教師も改めて学んだ。
これらは、教科問わず汎用的な
スキルになるため、全職員で取
り組み、日々の授業の中で生徒
への指導を繰り返している。



【取組内容】校務改善 クラウドの十全活用

沖縄市立コザ中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-７

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

これまでの紙ベースの運用では、配布資料のお

知らせや回覧漏れなどが発生しやすく、教員間の

情報共有にも時間がかかっていた。しかし、クラ

ウドを活用するようになり、必要な情報がいつで

もどこからでもアクセスできるようになった。情

報共有の正確性が向上し、教員の負担が軽減され

ている。またクラウド活用は、ペーパーレス化に

つながり印刷コストの削減だけではなく、資料準

備の必要がなく、更なる業務改善になっている。

しかし、それ以上に大きなメリットは会議時間の

短縮である。従来の会議では、紙資料を利用し、

その説明に時間を要した。クラウドを活用するこ

とで、事前に資料を共有し、コメントや意見を非

同期で共有ることが可能なり、時間が短縮され、

より本質的な議論に集中できるようになった。

職員朝会資料：スプレッドシートにて共有


